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神
父
様
が
神
の
身
許
に
旅
立
た
れ
た
の
は
昨
年（
平

成
二
十
年
）十
一
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。私
は
其
の
時
、

ち
ょ
う
ど
長
崎
市
民
病
院
に
入
院
し
動
け
な
か
っ
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
五
月
長
崎
歴
史
文
化
協
会
が
十
八

銀
行
清
島
省
三
頭
取
を
会
長
に
私
が
世
話
役
に
任
命

さ
れ
、
同
月
二
十
一
日
発
足
の
日
を
迎
え
た
時
、
会

長
が
私
に
「
あ
な
た
に
は
良
き
友
が
お
ら
れ
る
の
で
副
理
事
長
に
お
願
い
さ
れ
て
は
」

と
言
わ
れ
る
。
頭
取
が
其
の
「
良
き
友
」
と
言
わ
れ
た
の
が
二
十
六
聖
人
記
念
館
長

結
城
了
悟
神
父
様
で
あ
ら
れ
た
。
早
速
、
私
は
結
城
神
父
様
の
処
に
出
か
け
た
。
神

父
様
と
私
は
一
ツ
ち
が
い
で
、
昭
和
三
十
六
年
神
父
様
が
初
め
て
二
十
六
聖
人
記
念

館
建
設
の
た
め
西
坂
に
来
ら
れ
て
以
来
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
。

　

今
年
（
平
成
二
十
一
年
）
三
月
東
京
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
の
会
報
一
三
三

号
と
し
て
特
集
結
城
了
悟
神
父
追
悼
号
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
私
に
も
急
い
で

文
章
を
送
る
よ
う
に
と
の
連
絡
を
う
け
た
。
そ
れ
は
私
が
や
っ
と
病
院
か
ら
退
院
し

て
き
た
時
で
あ
っ
た
。

　

追
悼
号
は
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結
城
了
悟
略
歴  

に
始
ま
り
、
一
九
二
二

年
十
月
十
七
日
、
ス
ペ
イ
ン
に
生
ま
れ
る
。
一
九
三
九
年
九
月
七
日　

イ
エ
ズ
ス
会

入
会
、
一
九
四
八
年
来
日
、
日
本
語
を
勉
強
、
広
島
の
イ
エ
ズ
ス
会
修
練
院
…
そ
し

て
次
に
「
神
父
研
究
業
績
一
覧
」
が
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
の
第
一
項
は
新
聞
発
表
の

論
考
で
、「
ア
ル
メ
イ
ダ
の
碑
に
よ
せ
て
」（
長
崎
新
聞 

一
九
六
八
・
九
・
七 

夕
刊
。）

以
来
二
〇
〇
三
年
一
月
十
九
日
「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
に
…
」
ま
で
五
十
三

回
を
数
え
た
。
第
二
項
は
研
究
論
文
他
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
を
合
計
し
た
ら
其
の
数

五
二
〇
項
目
を
数
え
た
。
是
等
論
考
を
純
心
大
学
片
岡
千
鶴
子
学
長
は
纏ま
と

め
ら
れ
、

神
父
様
の
功
績
を
称
え
ら
れ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　

一
、
西
坂
殉
教
地
の
守
り
人
。
二
、
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
の
羅
針
盤
。
三
、

歩
く
歴
史
研
究
家
で
あ
り
神
父
様
で
あ
っ
た
。
四
、神
父
様
へ
の
拍
手
が
空
に
広
が
っ
た
。

　

金
は
無
い
け
ど
、
暇
あ
り
の
当
方
。
中
島
川
公
園
を
散
歩
し
て
い
る
と
「
あ
の
う
、

ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
」
と
言
う
。「
う
ん
、な
ん
で
す
か
」
と
言
う
と
、「
河
童
、知
っ

て
ま
す
か
？
」
と
聞
く
。「
河
童
ね
ぇ
ー
」
と
呟
き
な
が
ら
相
手
を
見
る
と
、
ス
リ

ム
な
若
者
二
人
。「
学
生
さ
ん
？
」「
は
い
、
そ
う
で
す
。
河
童
に
つ
い
て
調
べ
て
い

ま
す
。
河
童
知
っ
て
ま
す
か
？
」
と
言
う
。

　

そ
う
し
て
大
学
生
は
、
持
参
の
携
帯
マ
イ
ク
を
、
私
の
口
も
と
近
く
に
差
し
出
し

た
。
よ
く
見
る
と
、
も
う
一
人
の
学
生
が
、
録
音
器
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
肩
か
ら
ぶ
ら
さ
げ
て

い
る
。「
録
音
す
る
と
ね
」
少
々
驚
い
て
聞
く
と
「
は
い
、録
音
さ
せ
て
下
さ
い
」「
お

い
、
お
い
！
録
音
さ
れ
る
程
、
河
童
の
こ
と
詳
し
く
な
い
よ
」「
知
っ
て
る
だ
け
で

よ
い
で
す
」「
ぼ
く
が
話
し
て
も
教
材
に
な
る
と
は
思
え
ん
が
な
あ
ー
」「
い
い
で
す
、

い
い
で
す
」
と
言
っ
て
二
人
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
、
マ
イ
ク
を
私
に
向
け
て
か
ま

え
て
い
る
。

　
「
こ
の
川
下
の
袋
橋
近
く
に
、
漫
画
家
清
水
崑こ

ん

さ
ん
の
子
く
じ
ら
に
乗
っ
た
河
童

の
記
念
碑
が
あ
る
よ
。
崑
さ
ん
は
君
達
も
知
っ
て
る
だ
ろ
う
？
」「
い
や
、
知
り
ま

せ
ん
」「
有
名
な
長
崎
出
身
の
方
だ
よ
。
そ
う
か
、君
た
ち
と
は
時
代
が
違
う
か
ら
ね
。

後
で
見
に
行
く
と
よ
か
よ
」「
は
い
、
そ
う
し
ま
す
」「
あ
あ
！
そ
う
そ
う
、
河
童
の

こ
と
な
ら
、
も
う
一
つ
あ
る
よ
。
今
度
は
上
流
の
方
に
、
中
島
川
の
河
童
洞
と
い
う

て
ね
、
か
っ
ぱ
地
蔵
が
三
体
、
祀
っ
て
あ
る
な
」「
こ
の
川
に
河
童
が
い
た
ん
で
し
ょ

う
か
？
」「
大
昔
の
話
だ
か
ら
ね
！
当
時
は
こ
の
川
も
、
う
っ
蒼
と
し
て
い
た
だ
ろ

う
か
ら
、
な
に
か
出
そ
う
な
？
」
な
ど
と
私
は
小
声
で
呟
い
た
。

　

こ
こ
で
私
は
、
は
た
と
、
こ
の
質
問
者
た
ち
の
気
持
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
か
当
方
を
、
江
戸
時
代
の
人
間
だ
と
極
め
付
け
て
質
問
し
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
と
。
確
か
に
私
は
彼
等
よ
り
も
半
世
紀
位
の
年
令
差
は
あ
る
。
し
か
し
生
ま
れ

は
、
明
治
で
も
大
正
で
も
な
く
、
昭
和
も
二
桁
の
生
れ
な
ん
だ
。
も
う
一
度
、
私
は

学
生
た
ち
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た
。
相
当
無
理
す
れ
ば
、
孫
の
年
代
と
、
い
え
な
く
も

な
い
。
私
か
ら
見
詰
め
ら
れ
て
学
生
は
緊
張
し
、
真
剣
な
面
差
し
で
「
河
童
は
、
な

に
を
食
べ
る
の
で
す
か
」
と
聞
い
て
き
た
。
全
く
私
は
江
戸
時
代
の
人
間
に
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
当
方
は
見
た
目
に
は
、
大
い

に
ふ
け
て
み
え
る
。
一
度
九
十
才
台
の
人
と
同
列

に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
学
生
達
は
ま
た
マ
イ
ク

を
口
も
と
に
差
し
出
し
た
。

　

私
は
中
島
川
に
目
を
や
り
な
が
ら
「
ほ
う
ら
！

鯉
や
鮒
が
い
る
や
ろ
。
河
童
は
鮒
な
ん
か
食
べ
た

ん
じ
ゃ
な
か
？
一
説
に
は
き
ゅ
う
り
と
も
言
う
が

ね
。
河
童
巻
は
寿
司
だ
が
、人
が
食
べ
る
よ
ね
」「
鯉

は
違
う
ん
で
す
か
」「
う
ん
、
鮒
は
ね
、
有
史
以

来
の
先
住
民
だ
が
ね
、
こ
こ
の
錦
鯉
た
ち
は
、
昭

和
年
代
に
放
流
さ
れ
た
か
ら
、
河
童
が
居
た
時
代

に
は
、
こ
の
鯉
は
居
な
か
っ
た
は
ず
だ
よ
」「
う

わ
〜
っ
、
や
っ
ぱ
ー
、
昔
の
人
は
よ
く
知
っ
て
い

る
な
ぁ
！
」「
お
い
！
昔
の
人
だ
な
ん
て
、
私
は
江
戸
時
代
じ
ゃ
な
い
か
ら
な
」
二

人
は
き
ょ
と
ん
と
し
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

　

や
や
あ
っ
て
学
生
は
も
う
一
人
に
、
真
剣
そ
の
も
の
で
「
や
っ
ぱ
り
河
童
は
居
た

の
か
も
し
れ
ん
ね
」
相
手
は
応
え
て
「
分
か
ら
ん
け
ど
、
河
童
っ
て
想
像
上
の
動
物

じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
竜
み
た
い
に
さ
」
二
人
は
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
な
あ
〜
ん
だ
分
か
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
う
ん
ユ
ー
モ
ア
、

ユ
ー
モ
ア
。
大
体
河
童
は
想
像
上
の
動
物
だ
か
ら
、
な
に
を
食
お
う
が
食
う
ま
い
が

よ
い
の
で
あ
る
。「
今
録
音
し
た
の
は
？
」「
サ
ー
ク
ル
で
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
な
ら

サ
ー
ク
ル
賞
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
勉
強
の
た
め
の
録
音
で
す
よ
」「
な
る

程
ね
え
ー
。
よ
い
こ
と
だ
」「
え
ー
、
え
ー
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

そ
う
言
っ
て
一
人
が
、
な
に
か
ご
そ
ご
そ
手
荷
物
を
探
り
だ
し
た
「
こ
れ
あ
げ
ま
す

の
で
飲
ん
で
下
さ
い
」
と
酒
の
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
出
す
の
で
あ
る
。
な
ん
と
利
口
な
学

生
だ
ろ
う
。
当
方
が
酒
飲
み
で
あ
る
こ
と
ま
で
お
見
通
し
と
は
「
と
こ
ろ
で
ど
こ
の

大
学
な
の
」「
長
崎
の
大
学
で
す
」「
そ
う
か
ぁ
ー
、
酒
が
お
土
産
だ
な
ん
て
、
相
当

レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
だ
ね
、
あ
り
が
と
う
。
記
念
碑
と
河
童
洞
を
見
て
行
く
よ
う
に
」

「
は
い
！
必
ず
取
材
し
て
帰
り
ま
す
」
今
様
ス
リ
ム
ハ
ン
サ
ム
な
青
年
達
は
上
流
に

向
か
っ
て
行
っ
た
。

　

平
成
〇
年
セ
ミ
ふ
る
午
後
、
中
島
川
散
歩
の
道
す
が
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

�

（
九
州
文
学
同
人
、
長
崎
市
住
）

三
二
四
号　

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
日

結
城
了
悟
神
父
の
追
悼

○
本
稿
が
お
手
元
に
つ
く
頃
は
梅
雨
も
あ
け
、
美
し
か
っ
た
紫
陽
花
も
終
り
、
夏
の
土
用

に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
年
の
夏
の
土
用
は
七
月
十
九
日
よ
り
始

り
、
其
の
日
は
「
丑う
し

の
日
」
だ
と
い
う
。
鰻
を
食
べ
に
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

○
先
月
・
六
月
十
八
日
（
木
）
第
二
十
七
回
長
崎
歴
文
化
協
会
役
員
会
開
催
、
株
元
事
務

局
長
よ
り
先
ず
平
成
二
十
年
度
行
事
報
告
が
あ
っ
た
。
来
訪
者
三
、
〇
四
〇
人
、
講
師

依
頼
一
二
一
件
。
調
査
依
頼
・
問
い
合
せ
八
十
二
件
、
機
関
紙
発
刊
毎
月
一
回
（
十
二

号
）
、
な
が
さ
き
の
空
特
集
二
十
号
発
刊
（
七
、
〇
〇
〇
部
）
、
史
跡
見
学
旅
行
報

告
。
次
い
で
餅
田
理
事
よ
り
本
年
度
（
平
成
二
十
一
年
）
行
事
予
定
発
表
。
原
田
理
事

よ
り
第
十
九
回
海
外
研
修
本
年
度
実
施
予
定
と
し
て
十
一
月
初
旬
「
中
国
陶
磁
と
長

崎
」
を
主
題
に
竜
泉
方
面
を
訪
ね
る
と
の
発
表
あ
り
。

○
六
月
二
十
四
日
、
夏な

ご
し
さ
ま
。
今
年
の
夏
も
無
事
す
ご
せ
る
よ
う
に
と
諏
訪
神
社
に

参
拝
、
大
き
な
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
帰
宅
。

○
七
月
七
日
は
「
七
夕
」
で
あ
る
。
長
崎
年
中
行
事
抄
を
読
む
。
「
七
月
六
日
夜
よ
り
牽

牛
織
女
を
祭
り
西
瓜
鏡
餅
を
供
え
。
七
日
朝
、
青
竹
に
五
包
の
短
册
・
五
色
紙
に
て
着

物
網
な
ど
を
作
り
竹
に
さ
げ
屋
上
に
立
つ
。
当
日
家
々
「
ひ
や
し
ソ
ー
メ
ン
」
を
食

す
。
（
戦
前
の
長
崎
で
は
、
八
月
七
日
を
「
七
夕
の
日
」
と
し
て
い
ま
し
た
）

○
七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
は
市
指
定
民
俗
無
形
文
化
財
飯
香
浦
地
蔵
盆
で
あ
る
。
お

供
え
も
の
の
ソ
ー
メ
ン
飾
り
、
お
接
待
の
ふ
く
れ
饅
頭
は
有
名
で
あ
る
。

○
七
月
二
十
四
よ
り
二
十
七
日
は
長
崎
八
坂
神
社
の
「
ギ
オ
ン
様
」
。
ほ
う
ず
き
を
買

い
、
ビ
イ
ド
ロ
の
ポ
ロ
ン
・
ポ
ロ
ン
を
買
っ
た
と
先
人
が
た
の
文
章
に
記
し
て
あ
っ
た
。

○
諫
早
史
談
会
よ
り
「
諫
早
史
談
」
四
十
一
号
を
戴
く
、
有
喜
貝
塚
研
究
、
天
正
十
五
年

の
諫
早
領
研
究
、
大
村
史
料
と
諫
早
な
ど
、
新
資
料
の
発
掘
が
多
く
あ
っ
た
。

○
長
崎
文
献
社
よ
り
同
社
最
近
発
刊
の
「
明
治
七
年
の
古
写
真
集
」
（
二
、
一
〇
〇
円
）

水
越
武
写
真
集
「
対
馬
」
（
二
、
九
四
〇
円
）
、
小
崎
侃
木
版
画
集
「
お
蝶
さ
ん
」

（
二
、
一
〇
〇
円
）
を
戴
い
た
。
全
て
楽
し
み
に
読
め
る
心
あ
た
た
ま
る
本
で
あ
っ

た
。

○
福
岡
西
日
本
文
化
協
会
発
刊
の
「
西
日
本
文
化
四
三
九
号
」
を
戴
く
。
私
は
早
速
、
長

崎
く
ん
ち
に
関
係
の
深
い
瀬
戸
美
都
子
氏
の
「
松
囃

子
」
（
博
多
津
要
錦
か
ら
）
と
味
酒
安
則
氏
の
「
天
神

さ
ま
と
牛
」
に
興
味
を
引
か
れ
よ
ま
せ
て
戴
い
た
。

中
島
川
水
辺
の
表
情
（
二
）

　
　
　

―

河
童
と
大
学
生―

古
屋　
陸
夫

越
中　
哲
也
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